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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・8/15青陽館　夏祭りを予定。当日のスタッフの動きについては、明日に説明予定。

・利用契約書など、本人様へ渡す書類については早急に渡す事。

＜青明者利用者様情報＞

・宮　陽子　　様～8/6定期訪問実施。3ヶ月ぶりの訪問であり、今まで訪問に拒否的であったが玄関から居間に続く戸を開けて待っている。服薬ボードに薬がセットされているが、土曜日の就寝前薬が無い状態。本人の応対は穏やかで青明舎のスタッフやお祭り・編み物の話をしている。毎日忙しくデイケアに行けないとの事。「デイケア利用が数時間だけなら行けるんだけど一日かかるから」と話している。肩のリハビリを目的とする整形外科への通院は行っていないとの事。

・下妻　康貴　様～8/7定期訪問実施。血液検査でハウスダストアレルギーの反応が出たので、部屋の掃除はこまめにしているとの事。携帯電話の液晶画面が故障し、修理に1万8千円程と言われたので、スマートフォンに変えたと見せている。料金は、これまでの使い方と変わらなければ同じくらいと説明を受けたとの事。架空請求やトラブルなども聞くので、困った事が起きた際には相談するよう話している。職場では変わりなく作業しているとの事。お盆休みはないが困っている事も無いと話す。13日から実家に帰省予定。

・松川　順子　様～8/7受診後に来所。朝起きれずデイケアを遅刻する事が続いているとの事。二度寝を防ぐため、起床しなければならない時間ギリギリに目覚まし時計をセットするよう提案したが、実施してみたか確認すると「目覚まし時計が鳴っている事に気はつくが、すぐに起きずに布団の中で少し過ごすため、デイケアを遅刻している」と答えている。青山荘入所時は、デイケアを遅刻する事はなかった事を振り返る。眠気が残っていると目覚まし時計が鳴っても布団で過ごそうとするため、就寝前薬を青山荘入所時と同じ時間の20時に服用し（現在は22時頃）、朝は目覚まし時計が鳴ったらすぐに起きるよう伝えている。月１回の金銭確認の日であったため、貯金通帳を確認すると1１万円程度残金あり。障害者基礎年金が15日に入金になるが、9月末から10月上旬頃に生活保護申請をしていく予定。

・鈴木　茂子　様～8/8定期訪問実施。特に困っている事はないが、友人が毎朝家に来るのが大変だと話している。デイケアのＳＳＴでも課題として出し、宿題も出ているとの事。友人なので話しにくいが、上手に断ってみたいと話している。小遣い帳を確認するが、レシートは整理して添付しており、漏れなく記載し残金ともあっている。バランスの取れた食事、整理された室内など継続して生活出来ている。麻雀などについては「行きたいとは思わない。デイケアで十分」と話している。スタッフより、行きたい気持ちが高まってきたときには隠そうとせず相談するよう伝えている。

・高柳　和子　様～8/8定期訪問実施。アパートの更新は弟が記名してくれたとの事。また、火災保険の証書の再発行が届いたと証書を見せいている。更新にはコピーが必要との事。コピーが不安だと話すため、同行支援出来る事を伝えると、本人より希望がある。スタッフと共にアパート更新の契約書を確認し、押印して完成させている。火災保険の証書のコピーが揃い次第、更新手続きを行いたいと話している。近況を確認すると、「夏バテで引きこもりがちだったが、青明舎スタッフの助言でデイケアに通うようにした。自宅にいるより涼しく、落ち込む事も少なかった」と笑顔で報告している。涼しくなってきたので、また外出したいと話しており、8/25（土）の青明舎のイベントを紹介し、参加を促している。

・我満　奈津紀様～8/9（木）に娘の諏訪クリニック受診へ同行してきたと話している。カウンセラーへ娘の愛着（過度のスキンシップ）について相談すると、過剰に気にする必要はないが、公衆の面前などでは断り、家庭内でも嫌な時にはきちんと伝えるべきだと助言を受けてきたとの事。また、中学2年という時期でもあり、娘への性教育についても考えていくよう助言があったという。娘が母親へ対するものと同様のスキンシップを異性へ行う事で誤解が生じる事もあり、学習会で異性と触れ合う際、娘にその気がなくても相手から異性としての対象として見られる事もあるとの説明を受けてきたとの事。娘の成長を感じると同時に、娘へ伝える事のプレッシャーを感じたとの事。本人の話を傾聴しながら、学校などの性教育の時間を活用したり、時期を参考にするよう伝えている。8/11憩いの場を利用。娘を学習会に連れて行き戻ってきたと話している。娘の進路について、これまでの専門学校の他に「北海道芸術高等学校」が志望校として挙がっているとの事。学生寮があったり、カウンセラーが配置されている事が魅力だったと話している。1学年では31日程度の出席日数だったものが2学年の1学期時点で21日ほど出席している事、疲れていても学習会には参加しようとする事を嬉しそうに報告している。

・上久保　善郎様～8/11定期訪問実施。父親の体調も良くなり、本人は以前と同じような仕事に戻ったと話している。日中は農作業の手伝いを行っているとの事。体調・生活共に変わりないと話している。卓上に水出しのお茶があり、訪問中も頻回にコップについで飲んでいる。最近は自然と飲む量が減り、嘔吐する事はないと話す。青明舎8月の行事を紹介し参加を促すが「行かない」と答えている。

・大久保　恒夫様～8/12定期訪問実施。新居に住み始めて1ヶ月経つが、問題なく過ごしているとの事。8/13より妻が実家に帰省するため、13日・14日とデイケアへ通所する予定だと話している。団地の集会に参加したり、7号棟の会長と上手く付き合っていたりしている様子。8月の行事の説明をし参加を促すと「（妻と）2人で参加する」と話している。

・大久保　律子様～8/12定期訪問実施。7:15頃起床したとの事だが、8:30の訪問時点で寝起き姿のまま居間で職員を出迎えている。朝食は済ませたが身支度はこれからとの事。お盆は8/13～8/15まで実家に帰省する予定との事。新居へ住み始めて1ヶ月経つが、問題なく過ごしているとの事。

・東海林　康之様～8/12定期訪問実施。次男が帰省しているとの事で、寝室には布団が2組敷かれている。息子は8/11～8/19までお盆休みであり、好きなように過ごすよう伝えているとの事。8/13に長兄宅に母親、6兄弟が集まるため、本人も行く予定との事。デイケアは8/13～8/16まで休む予定だが、時間が空けば早めに再開する事も考えているとの事。生活状況を確認すると、食材を購入し自炊している様子が伺える。ジュースなどの嗜好品の購入が7月中旬より増えている。摂取量の多さを指摘し、水分補給について説明している。8月の行事について説明し、参加を促すと、「行きます」と答えている。

・松林　政道　様～8/12定期訪問実施。室内はまだ物が少ない印象で、掃除した様子は見られないが、入居してから日が浅いので汚れている様子は無い。体調が悪く、うみねこ幸房やナイトケアを休みがちとの事。原因を聞くが分からないと答え、内科受診も考えていない様子。長引くようであれば受診して治すよう話している。生活保護はまだ決定しておらず、現在は母様から毎週1万円をもらってやり繰りしているとの事。幸房のランチ代やナイトの夕食代、入浴代やタバコ代で、1日千円以上使っているとの事。本人に小遣い帳などを付けているか聞くと、大きい買い物をしているわけではないので付けていないとの事。領収書等は保管しておくよう話している。また、早く体調を回復させ、うみねこ幸房で作業をして工賃をもらえるよう応援している事を話す。実家に帰省しお盆中は幸房もナイトケアも休むとの事。飲酒の誘惑も多くなる時期であるが、どのように考えているのか聞く。テレビコマーシャルを見たりすると飲みたいと感じる時はあるが、抗酒剤を飲んでいるし、抗酒剤を飲みながら飲酒するとどんなふうになるか、入院中に他患者から聞いていて怖いので、飲酒はしないと話している。家族が心配し、また一番の応援者である事を忘れないよう話している。

・高田　マキ　様～8/12本人より電話あり。青明舎に再登録を考えているとの事。9月から主治医が八戸赤十字病院に変わるので、訪問看護の継続利用の必要性も考えており、二晩くらい寝ていないと話している。今後青明舎を「たわいのないおしゃべりの場所」として利用していきたいと希望する。それであれば、登録を辞めてから今までの使い方と変わらないと思われるので、再登録しなくても利用可能な事を伝える。特定のスタッフの名前を挙げ「あの人は嫌い」「あの人には言わないで」等発言しており、青明舎ではスタッフの指名等出来ないので、再度利用について考えるよう話している。17日が青南病院最終受診日なので、その際来所するとの事。再度電話あり。「8/13に来所したい」と話しており、活動室の開館時間を確認している。

＜グループホーム利用者様情報＞

・田中　一　　様～「目が回る。」との訴え聞かれるが、飲酒をしている様子は見られない。

・平　　康子　様～体重58㎏に減量した事を、笑顔で話される。ご飯の量を減らしているとの事。腰痛の訴えは聞かれない。

＜利用者様情報＞

・袴田　淑子　様～8/12～15　外泊予定。

・小向　武雄　様～8/13～15　外泊予定。

・佐藤　ミツ子様～8/13～14　外泊予定。

・高島　吉太郎様～左足第五趾の腫脹を確認したと青風荘より情報提供あり。１５日昼食後に救急クリニック受診を予定している。今朝は痛みのために長靴を履いて来所。デイナイトケアでは、前に椅子を置き、内履きを脱いで両足を上げて過ごされている。患部を確認すると、足背部まで腫脹が認められ、第五趾は発赤･腫脹と膿が見られている。痛みについて本人にたずねると、昨日までは歩行時に脈打つような痛み(「ズキンズキン」)があったが、今は「歩くと少し痛い」との事。痛みを我慢していたと話す為、直ぐにスタッフに話すよう伝えている。15:00体温37.3℃と微熱。青風荘に情報提供と処置について相談。その後、ビニール袋に氷を入れた氷嚢を、患部にタオルで巻きつけて対応していたが、夕食時以降は内履きを履いて過ごされている。18:30体温36.6℃に解熱。排泄や配膳等の動作は、「大丈夫だ」と話され、全て自力で行われている。

・山田　吉夫　様～本日、デイナイトケア見学されている。｢下(デイケア)に嫌いな人がいる｣との理由で、昼食は2階で摂取されている。洗浄後の食器に食べカスが僅かに残っているが、日常生活動作は一通りこなす事ができている。デイナイトケアではスタッフに教わりながら、折り紙手芸を行われている。デイナイトケア見学の感想を尋ねると｢厳しいですね。前はデイケアに居ましたけど･･･。病院もここも一緒です｣と微笑して答えられている。青山荘に置き忘れていた箸があり、明日来所時に取りに寄る事、箸は青陽館で保管する事を本人と相談して決めている。青山荘に情報提供している。

・松村　勉　　様～定時に来所無く自宅へ連絡。風邪の為欠席すると話されているが、呼吸が荒く発語も不明瞭。「先週から風邪をひいた」と話しており、体温は37.5℃程度が持続しているとの事（先週金曜日にはデイケア利用）。自宅から出る事も難しいと話し買い物にも行けないと訴えており、食事はお茶漬けを食べていると報告されている。安静にしている分には問題ないと話されている為、生活や体調で困った際には直ぐに連絡を頂けるよう説明し、関係機関へ情報提供している。

＜事例検討＞

我満　奈津紀様　（40歳）田名部Ｄｒ　主病名：統合失調症

入院歴

初診：Ｈ8.5　汐入病院　外来1回のみ

1 Ｈ8.5/31～Ｈ8.6/23　青南病院へ入院　（心因反応）

2 Ｈ12．4/12～Ｈ12.5/21　　　〃　　　　　　〃

3 Ｈ15.7/18～Ｈ15.8/22　　　〃　　　　（統合失調症）

4 Ｈ16.10/1～Ｈ16.10/31　　　〃　　　　　　〃

治療歴

Ｈ16.11/1～デイケア利用（7年8ヶ月）

現症

主治医より：憂鬱気分、感情鈍磨、意欲減退

現状
・娘様のうみねこ学級への送迎や、娘様中心の生活で通所が出来ない。

・忘薬する事があるが、罪悪感を感じる様子は乏しい。

・忘薬する事で疲労感・不眠を感じ、服薬調整を行う事が多い。忘薬時には、次の服用時間との兼ね合いを気にし、自己調整する事がある。

・疲労感が強まると幻聴が出現する事を自覚している。

・デイケア利用中の友人数人に関する、対人関係での相談をする事が多い。

・夏バテ傾向で体重減少している。

・ファミリーサポートへのボランティア登録を希望し、何かに役立ちたい様子。以前はうみねこ幸房でボランティアを行うが、長続きせずにいる。

・交際相手と過ごす事を希望し、娘様を親へ預け外出する事がある。

・「娘は自分で出来るから大丈夫。」と、娘様の事を過大評価する事がある。

・相談事については主に青明舎にて行っている様子。

・娘様が最近、過剰に接して来る事に関し相談をしている。

目標

長期：精神的に安定した生活を送る。（1年後の娘様の自立の為、徐々に就労をしたい。）

中期：①服薬を忘れず行い、病状を安定させる。　

②生活リズムの維持と子離れの為、週１回以上デイケアに通所する。　

③対人関係でのストレスを溜め込まず、スタッフに相談し対処する。

短期：①残包無く、確実に服薬する。

②最低週1回はﾃﾞｲｹｱに来所する。（顔を出すだけでも）

③気になる事がある時は、スタッフに相談をする。

計画

①服薬管理（飲み忘れや残包）、疲労感、苛々感の有無を確認し、病状の変化を観察していく。

②娘様の送迎等、事情を考慮しながら、日中はデイケアで過ごすことがお互いの自立と生活リズムの維持に繋がることを説明していく。週1回以上の来所を促し、生活状況や困り事が無いかを確認する。

③本人から話や相談があった場合は傾聴し、本人が出来ていることに対して評価していく。また、対処方法やストレス発散方法について共に検討していく。

検討結果
・長期目標について、本人と再度確認する。それに伴い、中期目標・短期目標・治療計画を見直していく。
